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平
成
二
十
一
年
度

大
宮
法
科
大
学
院
大
学

第
Ⅲ
期
入
学
試
験

小
論
文
試
験
問
題

《
受
験
上
の
注
意
》

問
題
用
紙
は
試
験
監
督
官
の
指
示
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・・

携
帯
電
話
や
時
計
の
ア
ラ
ー
ム
等
は
切
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・

試
験
開
始
後
、
直
ち
に
乱
丁
・
落
丁
や
印
刷
が
不
鮮
明
な
部
分
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・

試
験
時
間
は
、
百
二
十
分
で
す
。

・

Ｈ
Ｂ
以
上
の
鉛
筆
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・

答
案
の
下
書
き
は
、
所
定
の
下
書
き
用
紙
（
一
枚
）
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・

試
験
終
了
の
合
図
と
と
も
に
、
直
ち
に
筆
記
具
を
置
き
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

・

問
題
用
紙
及
び
下
書
き
用
紙
は
回
収
し
ま
す
。

・

試
験
時
間
中
の
途
中
退
出
は
認
め
ま
せ
ん
。

号

平
成
二
十
一
年
一
月
十
八
日
（
日
）

番

午
前
十
時

〜

午
前
十
二
時

＊
問
題
文
は
終
了
後
回
収
致
し
ま
す
。

験受
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平
成
二
十
一
年
度

第
Ⅲ
期
入
学
試
験

小
論
文
問
題

次
の
問
題
文
Ａ
は
、
内
田
樹
「
呪
い
と
言
論

（
鷲
田
清
一
・
内
田
樹
『
大
人
の
い
な
い

」

』

、

）

。

、

国

第
四
章

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
二
〇
〇
八
年
刊

か
ら
の
抜
粋
で
す

ま
た
問
題
文
Ｂ
は

田
母
神
俊
雄
「
田
母
神
前
空
幕
長
独
占
手
記

（

」
二
〇
〇
九
年
一
月
号
）
か
ら
の
抜

」
「W

ill

粋
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
以
下
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
言
論
の
自
由
」
は
、
法
律
用
語
で
は
な
く
日
常
言
語
で
あ
る
こ
と

を
前
提
に
解
答
し
な
さ
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
問
に
お
い
て
も
、
字
数
の
制
限
に
反
す
る
解

答
は
採
点
の
対
象
と
し
な
い
（
０
点
と
す
る
）
の
で
、
特
に
留
意
す
る
こ
と
。

問
一

「
言
論
の
自
由
」
に
つ
い
て
の
内
田
樹
の
立
場
と
、
ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
立

場
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、
そ
の
後
両
者
の
違
い
を
説
明
し
な
さ
い
。

解
答
は
七
〇
〇
字
以
上
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
行
う
こ
と

（
３
０
点
）

。

問
二

ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
立
場
か
ら
、
内
田
樹
の
主
張
す
る
「
言
論
の
自
由
」
の

あ
り
方
を
五
〇
〇
字
以
上
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
批
判
し
な
さ
い

（
３
０
点
）

。

問
三

内
田
樹
の
立
場
か
ら
、
問
題
文
Ｂ
で
田
母
神
前
空
幕
長
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る

「
言
論
の
自
由
」
の
要
求
を
五
〇
〇
字
以
上
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
批
判
し
な
さ
い
。

（
４
０
点
）


